
（様式１）令和５年度 小中一貫教育「徳島モデル」推進事業実施報告書

実践地域 上板町（上板中学校区）

１ 本年度の研究テーマ
学校が元気に！ 地域が元気に！ 子どもたちに夢を描く力を！
～子どもの成長とともにある学校を目指して～

２ 取組の内容
（１） コミュニティスクールの活用

①第１回 共通テーマの決定
・小中で育てたい子ども像の共有
「あいさつ」をテーマとして、各校・地域で協働的に取り組む

②第２回 取組発表及び熟議
・各学校・地域での取組を発表後、熟議
熟議テーマ 「自分のことが好きだと思える子どもを育てるために私たちができること」

③第３回 取組の評価
（２） 小中連携部会の活用

①第１回 具体的な取組についてオンラインで協議
②第２回 活動ＰＲチラシの原稿、各取組後のアンケート結果など

についてオンラインで協議及び情報共有
③第３回 小中連携部会参加者対象に実施したFormsアンケート

による取組評価
（３） オープンスクール

①対象等 町内４小学校小６を対象に中学校で実施
②内 容 ・体験授業（理科、体育、英語）

・体育館にて中学校紹介動画を視聴及び
中学校生徒会役員による質問コーナー

中学校の授業や生活の様子を体験する機会となった。
（４） 児童生徒の交流

①オンラインによる「上板町版いじめ問題子どもサミット」の実施
各校の取組紹介及び「ネットいじめ解消」について意見交換

②中学生が小学校に出向き、あいさつ活動を実施
③中学生が小学校で職場体験学習

（５） 小中相互の授業参観
①小中それぞれの指定した期間内に教職員が訪問し、普段の授
業を参観

②９年間で子どもを育てるという意識の共有
③Formsアンケートを活用した授業後の意見交流
小中それぞれの教職員の児童生徒への関わり方を見ることが
でき、授業だけでなく、それぞれの違いを分かり合える機会
になった。

（６） 活動ＰＲチラシの作成（別添資料）
子どもたちの活躍する姿を地域・家庭へ発信

３ 研究の成果と課題
（１） 上板町コミュニティスクールを活用し、学校と地域で目標を共有した取組ができた。

地域の人々と協働的に、活動をより広げるための方策や工夫を考えていきたい。
（2） 小中連携部会では、今回の取り組みに加え、各校の課題や参考にしたい事柄などについて意見

交換をし、それぞれの状況を知ることができた。共通項を見出し、共に考える機会としたい。
（3） オープンスクール事後アンケートでは、100%の児童が「とてもよかった」「よかった」と回答しており、

中学校生活への期待がうかがえる結果となった。
（4） 児童生徒の交流機会が増えることで、児童生徒間の垣根を低くすることができた。交流の時期、時

間的な調整に工夫が必要である。次への発展的な継続にどう取り組むかを検討したい。
（5） 異校種について知る機会となったが、何を視点として授業見学をするか、目的意識を明確にして

臨む必要がある。小・中の教職員が町内の子どもをどのように育てるかを話し合う機会を設ける。
（6） 児童生徒が活躍する姿を他校や地域全体へ積極的に発信する機会を今後も継続していく。






